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「大豊工業レポート2015」をお読みいただく皆様へ

「大豊工業レポート2015」は、3つの目的を持って
発行しています。

●発行目的

●対象範囲、期間

●公表媒体

本報告書には将来見通しについての方策や計画が記載さ
れています。これらは2015年8月時点での当社の予測に
基づく内容であり、天災、経済動向、法規制動向、業界動向
などのリスクや不確実性を含んでいます。
そのため、計画などについては実績と異なる可能性があり
ますので、読者の皆様にはご承知おきくださいますようお
願い申し上げます。

大豊工業株式会社の取り組みを中心に掲載範囲を決めて
います。国内グループ6社、海外グループ7社においては、
環境活動の取り組みを事例として記載しています。
また、経営パフォーマンス、環境パフォーマンスにおいて
は、国内、海外を含めた範囲を掲載しています。
期間は2014年4月から2015年3月としています。

●免責事項

本報告書は、当社ウェブサイト上でのweb版と冊子配付に
より公表しています。

・環境省　　「環境報告ガイドライン2012年版」
・GRI　サスティナビリティレポーティングガイドラインVer4．0
・IIRC　IR統合報告フレームワーク

●参考としたガイドライン

　「大豊工業レポート2015」を最後までお読みい
ただき、ありがとうございました。
　本報告書は、売上などの“財務情報”と、環境・社会
への配慮、中長期的な展望の“非財務情報”を結び付
けた「統合報告書」を目指して制作されたものです。
　ステークホルダーの皆様との大切なコミュニケー
ションツールとして、分かりやすさを心がけ、具体的
な事例や数値を基にまとめるように努めましたが、ま
だまだ不十分な点も多いと感じております。
　さらに内容を充実させていくために、皆様からの忌
憚のないご意見を賜りますようお願い申し上げます。

1.製品による貢献量の開示
大豊グループが生産している製品が自動車等に搭載され
た時に、一般社会の環境保全にどれほど貢献しているか、
定量的に開示します。

2.生産に関わる活動の公表
大豊グループが生産している製品の開発・製造・販売にお
ける取り組みを公表します。
また、生産に関わるステークホルダーとの取り組みについ
ても公表します。

3.社内の活動を活性化するツール
各取り組みの責任者に年間の振り返りと、次への取り組
みを検討する機会と位置付けて、本報告書は製作されて
います。
また、会社の将来イメージの共有も目的としています。
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【流動資産】当連結会計年度末における流動資産の残高は46,408百万円であり、前
連結会計年度末に比べ3,526百万円減少しております。現金及び預金の6,030百万
円の減少、受取手形及び売掛金の948百万円の増加、たな卸資産の883百万円の増
加、電子記録債権の379百万円の増加が主な要因であります。
【固定資産】当連結会計年度末における固定資産の残高は57,536百万円であり、前連
結会計年度末に比べ6,474百万円増加しております。建物及び構築物の1,879百万
円の増加、機械装置及び運搬具の1,864百万円の増加、建設仮勘定の1,361百万円の
増加、投資有価証券の790百万円の増加が主な要因であります。

当連結会計年度末
2015年3月31日現在

前連結会計年度末
2014年3月31日現在

【資産の部】
流動資産

現金及び預金

受取手形及び売掛金

たな卸資産

繰延税金資産

その他

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

土地

建設仮勘定

その他

無形固定資産

投資その他の資産

合計

46,408

12,885

17,855

9,435

1,406

5,051

△ 226

57,536

49,718

12,549

15,718

13,434

6,470

1,545

1,505

6,311

103,944

49,935

18,916

16,907

8,551

1,424

4,336

△ 200

51,062

44,282

10,670

13,853

13,339

5,109

1,309

1,459

5,320

100,997

科目

当期連結累計期間
2014年4月1日から
2015年3月31日まで

前期連結累計期間
2013年4月1日から
2014年3月31日まで

売上高

営業利益

経常利益

税金等調整前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

少数株主損益調整前当期純利益

少数株主利益

当期純利益

売上原価

販売費及び一般管理費

営業外収益

営業外費用

特別利益

特別損失

98,221

80,654

12,892

4,675

703

405

4,973

41

138

4,876

1,354

304

3,217

23

3,194

93,632

77,132

12,337

4,162

767

479

4,449

52

50

4,451

1,632

△ 95

2,914

117

2,796

科目
当期連結累計期間
2014年4月1日から
2015年3月31日まで

前期連結累計期間
2013年4月1日から
2014年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

8,858

△ 8,940

△ 5,301

243

△ 5,140

17,852

12,711

7,605

△ 7,408

4,673

282

5,153

12,698

17,852

科目

【流動負債】当連結会計年度末における流動負債の残高は28,478百万円であり、前連
結会計年度末に比べ1百万円増加しております。支払手形及び買掛金の1,107百万円
の増加、設備未払金の839百万円の増加、1年内返済予定の長期借入金の1,651百万
円の減少が主な要因であります。
【固定負債】当連結会計年度末における固定負債の残高は17,460百万円であり、前連
結会計年度末に比べ1,091百万円減少しております。長期借入金の2,081百万円の減
少、退職給付に係る負債の896百万円の増加が主な要因であります。
【純資産】当連結会計年度末における純資産の残高は58,006百万円であり、前連結
会計年度末に比べ4,038百万円増加しております。利益剰余金の1,872百万円の増
加、為替換算調整勘定の1,718百万円の増加、その他有価証券評価差額金の578百万
円の増加が主な要因であります。

当連結会計年度末
2015年3月31日現在

前連結会計年度末
2014年3月31日現在

【負債の部】
流動負債
支払手形及び買掛金

【純資産の部】
株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定

新株予約権
少数株主持分
純資産合計

退職給付に係る調整累計額

短期借入金
未払費用
その他

長期借入金
固定負債

負債合計

退職給付に係る負債
その他

合計

28,478
13,838
361
4,892
9,386
17,460
14,301
1,854
1,304
45,938

53,517
6,479
9,948
37,280
 △191
3,642
1,521
2,597
△475
69
776

58,006
103,944

28,477
12,730
836
4,380
10,530
18,552
16,382
958
1,211
47,029

51,566
6,440
9,909
35,408
△191
1,717
942
878

△103
41
641

53,967
100,997

科目


